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【保
健
福
祉
・
医
療
・
介
護
分
野
】

保
健

　

施
策
30

早
世
予
防
や
若
年
期
か
ら
の
健
康
寿
命

の
延
伸
を
目
指
し
ま
す
。

丸
特
定
健
診
受
診
率
60
％
の
維
持
を
目
指

し
、自
分
自
身
の
身
体
状
況
を
把
握
し
、

生
活
習
慣
の
改
善
や
疾
病
の
重
症
化
予

防
が
図
れ
る
よ
う
に
支
援
し
ま
す
。
健

康
づ
く
り
に
関
す
る
意
識
啓
発
と
情
報

発
信
を
行
い
、
健
康
づ
く
り
に
取
り
組

み
や
す
い
環
境
を
整
備
し
ま
す
。

丸
誰
も
自
殺
に
追
い
込
ま
れ
る
こ
と
の

な
い
、
生
き
心
地
の
良
い
伊
仙
町
を
目

指
し
て「
伊
仙
町
い
の
ち
支
え
る
自
殺

対
策
計
画
」
に
基
づ
き
、
意
識
啓
発
や

相
談
体
制
の
充
実
、
関
係
機
関
と
の
連

携
を
一
層
強
化
し
な
が
ら
、「
自
殺
は

防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
」の
信
念
の
も
と

に
、
総
合
的
な
対
策
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　

施
策
31

町
民
の
健
康
増
進
を
図
る
た
め
サ
ー
ビ
ス

の
拡
充
と
保
険
者
機
能
の
強
化
を
推
進

し
ま
す
。

丸
積
極
的
に
被
保
険
者
の
予
防
・
健
康
づ

く
り
を
進
め
る
た
め
、
初
回
面
接
を
確

実
に
行
い
、
特
定
健
診
・
特
定
保
健
指

導
の
受
診
率
向
上
と
保
健
指
導
実
施

率
向
上
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
地
域
づ

く
り
・
ま
ち
づ
く
り
の
担
い
手
と
し
て
、

関
係
者
と
連
携
・
協
力
し
た
取
り
組
み

を
進
め
、
ほ
ー
ら
い
館
や
集
落
公
民
館

な
ど
を
活
用
し
た
健
康
増
進
を
さ
ら

に
推
進
し
ま
す
。
関
係
者
と
連
携
・
協

力
し
た
取
り
組
み
を
進
め
、
ほ
ー
ら
い

館
や
集
落
公
民
館
な
ど
を
活
用
し
た

健
康
増
進
を
さ
ら
に
推
進
し
ま
す
。

介
護

　

施
策
32

介
護
保
険
制
度
の
保
険
者
機
能
を
強
化

し
ま
す
。

丸「
第
７
期
高
齢
者
福
祉
計
画
・
介
護
保

険
事
業
計
画
」
を
推
進
し
、
事
業
評
価

を
行
い
な
が
ら
、
介
護
保
険
の
現
状
や

仕
組
み
を
わ
か
り
や
す
く
広
報
紙
等

で
情
報
提
供
を
行
い
、
介
護
保
険
に
関

す
る
人
材
の
確
保
、
各
種
研
修
事
業
等

を
行
い
、「
活
力
と
潤
い
あ
る
健
康
・

長
寿
の
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
」の
実
現

に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

施
策
33

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
深
化
・
推
進

し
、
高
齢
者
の
自
立
支
援
と
介
護
予
防
・

重
度
化
防
止
を
図
り
ま
す
。

丸
高
齢
者
が
自
ら
健
康
を
保
ち
、
身
近
な

地
域
で
介
護
予
防
活
動
が
で
き
る
よ

う
に
、
意
識
の
啓
発
や
住
民
主
体
の
通

い
の
場
の
拡
充
を
行
い
ま
す
。
そ
の
た

め
の
支
援
と
し
て
、
元
気
高
齢
者
が
担

い
手
と
な
る
自
助
・
互
助
活
動
を
支
援

し
て
い
き
ま
す
。ま
た
、生
活
支
援
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
活
用
し
た
、
地
域
の

困
り
ご
と
へ
の
相
談
対
応
や
、
集
落
ご

と
の
見
守
り
体
制
の
構
築
を
行
い
、

高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
し
、
自
立

し
た
生
活
が
送
れ
る
よ
う
努
め
ま
す
。

福
祉

　

施
策
34

障
が
い
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
共
に
生
き

る
地
域（
シ
マ
）づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

丸
障
が
い
者
の
自
立
と
社
会
参
加
を
基
本

と
す
る
障
害
者
基
本
法
の
理
念
を
踏
ま

～
全
て
の
町
民
が
主
役
の

ま
ち
づ
く
り
の
実
現
に
向
け
て
～

特 集

令
和
２
年
度  

施
政
方
針 

未
来
創
生
へ
更
な
る
飛
躍
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え
、
地
域
の
課
題
に
対
応
し
た
サ
ー
ビ

ス
提
供
体
制
を
整
備
し
、
地
域
共
生
社

会
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
を
推
進

し
ま
す
。
ま
た
、
障
が
い
児
へ
の
支
援

と
し
て
、
発
達
支
援
等
を
推
進
し
ま
す
。

丸
こ
れ
ま
で
の「
障
害
者
福
祉
計
画
・
障

害
者
福
祉
計
画
及
び
障
が
い
児
福
祉

計
画
」
の
見
直
し
を
行
い
、
本
年
度
策

定
す
る「
障
害
者
福
祉
計
画
・
第
６
期

障
害
者
福
祉
計
画
及
び
第
２
期
障
が

い
児
福
祉
計
画
」
に
反
映
し
、
障
害
者

福
祉
政
策
の
さ
ら
な
る
推
進
を
図
り
、

障
が
い
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
、
誰
も

が
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
地
域
で
の
支
え
合
い
の
仕
組
み

づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

　

施
策
35

地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
た
取
り

組
み
を
強
化
し
ま
す
。

丸
認
知
症
に
対
す
る
地
域
住
民
の
理
解
や

見
守
り
、
ま
た
単
独
高
齢
者
や
高
齢
者

夫
婦
世
帯
の
増
加
に
伴
う
、
地
域
で
の

困
り
ご
と
に
対
応
す
る
な
ど
、
地
域
共

生
社
会
の
実
現
を
図
り
ま
す
。

医
療

　

施
策
36

保
険
税
率
の
見
直
し
・
収
納
率
の
向
上
・

医
療
費
適
正
化
対
策
を
推
進
し
ま
す
。

丸
平
成
30
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
国

保
運
営
の
都
道
府
県
化
に
よ
り
、
県

か
ら
示
さ
れ
た
納
付
金
額
を
保
険
税

収
と
し
て
、
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
か
ら
、
保
険
税
率
の
見
直
し
や
徴

収
率
の
向
上
、
医
療
費
対
策
の
推
進
に

取
り
組
み
ま
す
。

　

施
策
37

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
制
度
の
充
実
に

向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。

丸
高
齢
者
が
安
全
安
心
な
生
活
を
営
む
事

が
で
き
、
町
内
の
被
保
険
者
の
方
々
が

引
き
続
き
安
心
し
て
必
要
な
医
療
が
受

け
ら
れ
る
よ
う
、
適
切
な
運
営
に
努
め

て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
保
健
事
業
を
推
進
し
、
医
療
機

関
と
連
携
し
て
重
症
化
予
防
や
未
受
診

対
策
、
重
複
・
頻
回
受
診
者
訪
問
支
援

や
要
医
療
者
訪
問
支
援
な
ど
、
令
和
２

年
度
か
ら
国
の
方
針
に
よ
り
、
さ
ら
な

る
予
防
重
視
で
保
健
セ
ン
タ
ー
や
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
連
携
を
図
り
、

予
防
事
業
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

子
育
て
支
援

　

施
策
38

子
ど
も
の
自
立
に
向
け
た
成
長
の
た
め

に
、
一
人
一
人
の
発
達
段
階
に
応
じ
た

育
ち
を
支
援
し
ま
す
。

丸
母
子
手
帳
発
行
や
乳
幼
児
健
診
、
戸
別

訪
問
等
の
機
会
を
利
用
し
、
子
ど
も
の

成
長
発
達
に
つ
い
て
保
護
者
の
理
解
を

深
め
ま
す
。
ま
た
、
保
育
園
や
学
校
、

教
育
委
員
会
、
医
療
機
関
な
ど
関
係

機
関
と
連
携
を
図
り
、
一
人
一
人
の

特
性
や
家
庭
環
境
に
合
わ
せ
た
支
援

や
相
談
体
制
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

丸
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の

設
立
に
向
け
て
各
関
係
機
関
と
協
議

を
行
い
、
本
町
の
実
情
に
即
し
た
体
制

づ
く
り
と
、
切
れ
目
の
な
い
子
育
て

支
援
を
行
い
ま
す
。

　

施
策
39

子
ど
も
の
疾
病
予
防
・
早
期
発
見
で
健
や
か

な
成
長
に
繋
げ
、
医
療
費
の
援
助
に
よ
り
、

子
育
て
世
帯
の
負
担
軽
減
を
図
り
ま
す
。

丸
乳
幼
児
健
診
や
医
療
機
関
・
保
育
園
な

ど
関
係
機
関
と
の
連
携
に
よ
る
疾
病

の
早
期
発
見
、
予
防
接
種
事
業
に
よ
る

感
染
症
予
防
に
努
め
ま
す
。

丸
乳
幼
児
や
義
務
教
育
就
学
児
等
の
医
療

費
援
助
を
継
続
し
て
、
保
護
者
の
負
担

軽
減
を
図
り
ま
す
。

　

施
策
40

伊
仙
町
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画

に
即
し
て
、
子
育
て
環
境
の
整
備
を
推
進

し
ま
す
。

丸
保
育
園
に
お
い
て
は
、
児
童
数
の
偏
り

を
な
く
し
て
各
園
と
も
ゆ
と
り
の
あ
る

保
育
が
実
施
で
き
る
よ
う
に
努
め
ま
す
。

健
康
増
進

　

施
策
41

町
民
の
更
な
る
健
康
増
進
・
医
療
費
削
減

を
目
指
し
ま
す
。

丸
日
常
生
活
で
取
り
入
れ
る
こ
と
の
で

き
る
運
動
や
様
々
な
健
康
器
具
を
使

用
し
た
多
種
多
様
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

計
画
し
、
利
用
者
の
健
康
増
進
に
資
す

る
拠
点
と
し
て
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
効

果
・
検
証
を
行
い
、
本
町
の
み
な
ら
ず
、

徳
之
島
全
体
の「
健
康
増
進
の
シ
ン
ボ

ル
」
と
し
て
、
安
定
し
た
施
設
運
営
を

目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

【環
境
・
観
光
分
野
】

環
境
保
全
・
観
光
振
興

　

施
策
42

町
内
の
生
活
排
水
に
よ
る
水
質
汚
染
防
止

を
推
進
し
ま
す
。

丸
生
活
排
水
に
よ
る
公
共
区
域
の
水
質

汚
染
の
防
止
を
目
的
に
、
合
併
浄
化
槽

設
置
整
備
補
助
金
制
度
を
実
施
し
、
あ

わ
せ
て
単
独
浄
化
槽
の
撤
去
費
用
及

び
合
併
浄
化
槽
設
置
転
換
に
伴
う
配

管
工
事
費
に
も
一
部
補
助
を
し
て
お

り
ま
す
。
令
和
２
年
度
～
令
和
６
年
度

ま
で
循
環
型
社
会
形
成
推
進
地
域
計

画（
５
か
年
）
を
新
た
に
作
成
し
、
町

内
の
実
情
を
踏
ま
え
た
目
標
を
立
て
、

合
併
浄
化
槽
へ
の
転
換
に
努
め
ま
す
。

　

施
策
43

世
界
自
然
遺
産
へ
の
登
録
を
推
進
し
ま
す
。

丸
世
界
自
然
遺
産
登
録
に
向
け
、
関
係
機

関
や
民
間
団
体
と
の
連
携
を
よ
り
一

層
強
化
し
、
ノ
イ
ヌ
・
ノ
ネ
コ
対
策
、

外
来
種
植
物
駆
除
対
策
、
環
境
教
育
、

エ
コ
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
の
育
成
に
取
り

組
み
ま
す
。

　

施
策
44

自
然
・
歴
史
・
文
化
を
生
か
し
た
ま
ち

づ
く
り
。

丸
こ
れ
ま
で
観
光
施
設
整
備
の
た
た
き

台
を
作
成
し
、
既
存
の
観
光
施
設
や
今

後
観
光
地
に
な
り
得
そ
う
な
箇
所
に
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し
て
は
そ
の
発
生
源
対
策
と
し
て
、

市
街
地
の
ノ
ラ
ネ
コ
対
策
、
飼
い
猫
の

適
正
な
飼
い
方
や
不
妊
去
勢
手
術
、

ノ
ラ
ネ
コ
へ
の
住
民
の
接
し
方
な
ど

の
周
知
を
図
り
ま
す
。

　

施
策
48

飼
い
犬
の
適
正
な
飼
い
方
を
推
進
し
ま
す
。

丸
狂
犬
病
の
予
防
と
し
て
年
１
回
、
狂
犬

病
予
防
注
射
が
義
務
付
け
ら
れ
て
お

り
、
そ
れ
を
踏
ま
え
、
飼
い
犬
の
登
録
、

野
良
犬
の
保
護
を
保
健
所
と
連
携
し

て
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

施
策
49

ご
み
分
別
の
徹
底
を
図
り
ま
す
。

丸
現
在
、
耐
久
年
数
を
越
え
た
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
の
焼
却
温
度
を
下
げ
な
い

た
め
、
ご
み
の
分
別
の
徹
底
が
必
要
と

な
っ
て
い
る
た
め
、
指
定
日
で
の
ご
み

出
し
、
分
別
指
導
、
名
前
の
記
入
な
ど

を
徹
底
し
て
ま
い
り
ま
す
。

【教
育
分
野
】

教
育
行
政

　

施
策
50

未
来
を
創
る
人
材
を
育
て
る
質
の
高
い

教
育
環
境
を
整
備
し
ま
す
。

丸
未
来
を
創
る
人
材
を
育
て
る「
伊
仙
町

学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
整
備
５
ヵ
年
計
画
」

の
３
年
目
と
な
り
、
情
報
活
用
能
力
の

育
成
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
学
習
活
動

の
充
実
を
図
る
た
め
、一
人
一
台
端
末

（
タ
ブ
レ
ッ
ト
等
）及
び
高
速
大
容
量
の

通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
一
体
的
に
整
備

し
て
い
き
ま
す
。

丸
未
来
を
生
き
る
人
材
の
土
台
作
り
の

学
校
図
書
館
機
能
の
充
実
化
事
業
と

し
て
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
現
在
小

中
学
校
11
校
に
司
書
補
を
３
人
配
置

し
、
蔵
書
の
管
理
及
び
図
書
館
の
環
境

整
備
、
読
書
週
間
に
お
け
る
読
み
聞
か

せ
活
動
を
通
し
て
、
児
童
生
徒
の
生
き

る
力
の
土
台
と
な
る
読
書
習
慣
の
形
成

を
図
り
ま
す
。

丸
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
業
務
改
善（
校
務

支
援
ソ
フ
ト
の
導
入
等
）を
進
め
、教
師

が
児
童
や
生
徒
に
向
き
合
う
た
め
の

時
間
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

　

施
策
51

未
来
を
担
う
力
を
育
む
、
伊
仙
町
学
力

向
上
プ
ラ
ン
を
推
進
し
ま
す
。

丸
漢
検
・
英
検
の
受
検
に
際
す
る
費
用

の
全
額
補
助
を
行
い
、
目
標
を
も
っ
て

日
々
の
学
習
に
取
り
組
み
、
基
礎
学
力

の
向
上
に
努
め
ま
す
。

丸
未
来
を
担
う
き
め
細
や
か
な
指
導
を

支
え
る
標
準
学
力
検
査
補
助
事
業
と

し
て
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
各
校
で

実
施
す
る
標
準
学
力
検
査
の
費
用
を

全
額
補
助
し
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
保
護

者
の
負
担
を
無
く
し
、
本
町
の
児
童
生

徒
一
人
一
人
が
確
実
に
検
査
を
受
け
、

義
務
教
育
９
年
間
で
毎
年
の
結
果
分

析
を
積
み
重
ね
る
こ
と
で
、
個
々
の
児

童
生
徒
の
学
力
の
現
状
に
応
じ
た
個

別
指
導
の
充
実
が
図
ら
れ
る
よ
う
に

し
ま
す
。

丸
町
内
の
学
力
向
上
推
進
協
議
会
の
体

制
の
見
直
し
を
図
り
、
行
政
・
学
校
・

地
域
一
体
と
な
っ
て
未
来
を
担
う
子

ど
も
に
は
、ど
の
よ
う
な
力
が
必
要
か
。

そ
し
て
、
町
内
の
教
育
環
境
は
ど
う

あ
る
べ
き
か
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

丸
町
内
の
研
究
体
制
を
見
直
し「
主
体
的
・

対
話
的
で
深
い
学
び
」と
い
う
授
業
改

善
の
視
点
に
立
っ
て
資
質
・
能
力
の
育

成
を
図
る
授
業
の
実
現
に
向
け
、
個
々

の
職
員
の
力
量
を
高
め
て
い
き
ま
す
。

丸
新
学
習
指
導
要
領
の
実
施
に
伴
い
、

新
た
に
新
設
さ
れ
た
英
語
教
育
の
実
施

や
令
和
２
年
度
か
ら
開
始
さ
れ
る
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
に
備
え
、
デ
ジ

タ
ル
教
科
書
な
ど
各
種
必
要
機
器
の

整
備
を
行
い
、
教
育
課
程
や
学
校
の

環
境
を
整
え
て
い
き
ま
す
。

つ
い
て
、
現
状
と
課
題
の
整
理
結
果
を

基
に
、
効
率
的
な
施
設
整
備
や
改
修
の

計
画
を
検
討
し
ま
す
。

　

施
策
45

町
内
の
海
岸
の
美
化
に
努
め
ま
す
。

丸
町
内
12
カ
所
の
海
岸
を
作
業
員
及
び

地
元
の
方
を
人
夫
と
し
て
雇
用
し
、
海

岸
清
掃
を
行
っ
て
い
ま
す
。
流
木
や
木

く
ず
・
浮
き
・
外
国
製
の
飲
料
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
な
ど
あ
ら
ゆ
る
漂
着
物
が
常

に
辿
り
つ
い
て
お
り
、
回
収
・
処
理
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。
毎
年
、
海
の
日
に

は
、
幼
稚
園
・
小
学
生
・
中
学
生
・
高

校
生
た
ち
や
大
勢
の
町
民
で
各
集
落

の
海
岸
清
掃
を
行
っ
て
お
り
、
引
き

続
き
美
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

施
策
46

不
法
投
棄
防
止
に
向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。

丸
農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
や
、
家
電
、

タ
イ
ヤ
な
ど
の
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
町

内
で
発
見
さ
れ
て
お
り
、
啓
発
と
し
て

広
報
、
防
止
策
と
し
て
パ
ト
ロ
ー
ル
な

ど
を
行
い
ま
す
。
今
後
の
活
動
と
し
て

大
島
支
庁
徳
之
島
事
務
所
や
廃
棄
物

Ｇ
メ
ン
・
産
業
廃
棄
物
業
者
と
不
法

投
棄
防
止
パ
ト
ロ
ー
ル
及
び
広
報
活

動
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

施
策
47

飼
い
ネ
コ
の
適
正
な
飼
い
方
を
推
進
し
ま
す
。

丸
世
界
自
然
遺
産
登
録
へ
向
け
た
取
り

組
み
と
し
て
、
山
間
部
の
ノ
ネ
コ
対
策

を
環
境
省
が
行
っ
て
い
ま
す
が
、
町
と
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施
策
52

心
を
育
み
、
一
人
一
人
の
個
性
を
伸
ば
す

教
育
活
動
を
推
進
し
ま
す
。

丸
各
校
の
特
色
あ
る
教
育
活
動
の
実
施
に

際
し
て
、
可
能
な
支
援
を
行
い
、
自
分

が
生
ま
れ
育
っ
た
ふ
る
さ
と
徳
之
島
を

誇
り
、
愛
し
、
島
の
自
然
・
歴
史
・
文
化
・

基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
を
守
り
、
育
て

る
人
材
の
育
成
を
図
り
ま
す
。

丸
心
を
担
う
道
徳
教
育
の
研
修
を
深
め
、

授
業
の
充
実
を
図
り
、
生
命
を
大
切
に

す
る
心
や
他
人
を
思
い
や
る
心
、
善
悪

の
判
断
な
ど
豊
か
な
心
の
土
台
と
な
る

道
徳
的
判
断
力
や
実
践
力
と
い
っ
た
道

徳
性
を
育
て
て
い
き
ま
す
。

丸
一
人
一
人
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
支
援
を

行
う
た
め
、
各
校
の
就
学
指
導
委
員
会
、

町
教
育
支
援
委
員
会
に
お
い
て
支
援
体

制
の
充
実
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
引
き

続
き
、
特
別
支
援
教
育
支
援
員
の
人
員

の
充
実
及
び
指
定
の
特
別
支
援
教
室
の

整
備
を
推
進
し
、
個
に
応
じ
た
指
導
の

充
実
を
図
り
ま
す
。

社
会
教
育

　

施
策
53

キ
ャ
リ
ア
教
育
を
と
お
し
た
人
材
育
成
を

推
進
し
ま
す
。

丸
小
・
中
学
生
を
対
象
に
、
ス
ポ
ー
ツ
選
手

や
企
業
人
、
現
役
大
学
生
を
講
師
に

招
聘
し
、
講
座
を
行
う
こ
と
で
、
子
ど

も
た
ち
の
視
野
を
広
げ
る
キ
ャ
リ
ア

教
育
を
行
い
ま
す
。ま
た
、中
学
３
年
生

及
び
高
校
生
に
は
、
現
役
東
大
生
に

よ
る
ネ
ッ
ト
を
介
し
た
双
方
向
的
学

習
を
行
い
、
学
校
外
で
の
学
習
の
場
を

提
供
し
ま
す
。

　

施
策
54

地
域
資
源
の
活
用
と
人
材
育
成
を
推
進

し
ま
す
。

丸
社
会
教
育
で
は
、
町
内
の
小
・
中
学
生

の
親
子
を
対
象
に
、
伊
仙
の
自
然
・
文

化
・
史
跡
な
ど
を
生
か
し
た
体
験
活
動

を
行
い
、
学
ぶ
場
を
提
供
し
、
伊
仙
の

良
さ
に
触
れ
て
も
ら
え
る
よ
う
努
め
ま

す
。
そ
の
際
に
、
地
域
の
人
を
講
師
に

活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
誰
も
が
主
役

に
な
れ
る
場
を
提
供
し
ま
す
。
ま
た
、

子
ど
も
達
に
は
、
２
泊
３
日
の
キ
ャ
ン

プ
体
験
や
異
文
化
体
験
を
と
お
し
て
、

本
町
の
良
さ
を
再
発
見
・
再
認
識
で
き

る
よ
う
な
機
会
を
提
供
し
ま
す
。

　

施
策
55

ス
ポ
ー
ツ
活
動
支
援
を
推
進
し
ま
す
。

丸
近
年
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
か
ら
社
会
人

ま
で
多
く
の
団
体
が
九
州
大
会
や
全

国
大
会
に
出
場
す
る
な
ど
、
優
秀
な

成
績
を
お
さ
め
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

大
会
派
遣
に
関
す
る
旅
費
の
助
成
を

積
極
的
に
行
な
い
、
大
会
へ
参
加
し
や

す
い
環
境
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。
そ
し

て
、
町
民
の
方
々
が
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動

に
よ
り
力
を
注
げ
る
よ
う
支
援
し
て

い
き
ま
す
。

　

施
策
56

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に

関
連
し
た
交
流
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

丸
長
寿
と
子
宝
で
広
く
認
知
さ
れ
る
伊

仙
町
で
は
、
多
世
代
に
渡
る
触
れ
合
い

や
、
伝
統
的
な
暮
ら
し
が
守
ら
れ
、
人

間
性
豊
か
な
人
々
が
暮
ら
し
て
お
り
、

本
町
の「
第
５
次
伊
仙
町
総
合
計
画
」

で
は
、
心
豊
か
な
人
づ
く
り
、
生
涯
学

習
の
観
点
に
た
っ
て
人
間
性
豊
か
で
、

た
く
ま
し
く
生
き
る
町
民
の
育
成
を

目
指
し
て
い
ま
す
。
教
育
・
文
化
・
ス

ポ
ー
ツ
の
振
興
を
通
じ
て
、
地
域
の
連

帯
性
の
醸
成
と
自
治
意
識
の
高
揚
を

図
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
掲
げ
て
お

り
、
本
町
に
お
い
て
は
、
今
回
、
ホ
ス

ト
タ
ウ
ン
の
取
り
組
み
を
通
じ
て
、
こ

の
基
本
構
想
の
目
的
を
果
た
す
こ
と

が
出
来
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　

障
が
い
の
あ
る
な
し
、
世
代
や
性

別
に
区
別
さ
れ
る
こ
と
の
な
い「
生
涯

活
躍
の
ま
ち
づ
く
り
」を
標
榜
す
る
上

で
、
町
内
に
お
け
る
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
の
機
運
の
醸
成

を
図
る
こ
と
で
、
世
代
を
問
わ
な
い
ス

ポ
ー
ツ
活
動
の
一
層
の
振
興
を
図
り
、

こ
れ
を
機
会
に
車
い
す
利
用
者
な
ど

へ
も
や
さ
し
い
町
づ
く
り
の
き
っ
か

け
と
す
る
事
も
目
指
し
て
い
ま
す
。
オ

リ
ン
ピ
ア
ン
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ア
ン
、
関

係
者
と
の
文
化
交
流
、
ス
ポ
ー
ツ
交
流

等
を
実
施
し
、
ボ
ス
ニ
ア
国
の
民
族
融

和
の
経
緯
を
理
解
し
、
異
文
化
と
の
触

れ
合
い
、
学
び
の
機
会
、
健
康
づ
く
り

へ
の
意
識
の
向
上
に
繋
げ
ま
す
。

　

施
策
57

郷
土
の
自
然
・
歴
史
・
文
化
を
生
か
し
た

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

丸
近
年
、
郷
土
の
歴
史
や
文
化
は
、
教
育

や
観
光
に
資
す
る
地
域
資
源
と
し
て

見
直
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
伊
仙
町
で

は
地
方
創
生
の
一
環
と
し
て
文
化
・
自

然
遺
産
の
既
存
の
価
値
の
再
認
識
と

新
た
な
価
値
の
創
出
を
進
め
、
本
町
に

残
る
宝
の
魅
力
を
体
感
で
き
る
よ
う

既
存
施
設
の
充
実
化
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

　

施
策
58

公
民
館
活
動
及
び
読
書
活
動
を
推
進
し
ま
す
。

丸
公
民
館
で
は
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で

の
学
習
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
と
と
も
に
、

魅
力
あ
る
講
座
を
開
設
し
、
受
講
者
の

増
加
及
び
利
用
者
の
拡
大
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
読
書
活
動
に
つ
い
て
は
、
定
期

的
に
公
民
館
図
書
室
を
活
用
し
て
の

本
の
読
み
聞
か
せ
や
、
学
校
へ
訪
問
し

て
の
読
み
聞
か
せ
を
積
極
的
に
行
い
、

読
書
活
動
を
推
進
し
ま
す
。
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入園・入学おめでとう入園・入学おめでとう

6広報いせん  令和 2 年 5月号（No.352）

令和2年度 入園・入学者数
■幼稚園 ■中学校

伊仙幼稚園 面縄幼稚園 犬田布幼稚園 計 伊仙中学校 面縄中学校 犬田布中学校 計

23 25 休園 48 34 24 19 77
■小学校

伊仙小学校 面縄小学校 犬田布小学校 鹿浦小学校 馬根小学校 糸木名小学校 喜念小学校 阿権小学校 計

29 18 11 5 1 3 1 3 71

伊仙小学校付属幼稚園 面縄小学校付属幼稚園

伊仙小学校

鹿浦小学校犬田布小学校

面縄小学校

馬根小学校

喜念小学校糸木名小学校 阿権小学校

面縄中学校伊仙中学校 犬田布中学校

入園式・入学式日程

■幼稚園・・・・・・・・4月9日
■小学校・・・・・・・・4月6日
■中学校・・・・・・・・4月6日



卒園・卒業おめでとう卒園・卒業おめでとう
卒園式・卒業式日程

■幼稚園・・・・・・・3月19日
■小学校・・・・・・・3月24日
■中学校・・・・・・・3月12日

7 広報いせん  令和 2 年 5月号（No.352）

令和元年度 卒園・卒業者数
■幼稚園 ■中学校

伊仙幼稚園 面縄幼稚園 犬田布幼稚園 計 伊仙中学校 面縄中学校 犬田布中学校 計

32 15 5 52 32 25 16 73
■小学校

伊仙小学校 面縄小学校 犬田布小学校 鹿浦小学校 馬根小学校 糸木名小学校 喜念小学校 阿権小学校 計

29 20 9 2 3 4 7 5 79

伊仙小学校付属幼稚園 面縄小学校付属幼稚園

伊仙小学校犬田布小学校付属幼稚園

鹿浦小学校犬田布小学校

面縄小学校

馬根小学校

喜念小学校糸木名小学校 阿権小学校

面縄中学校伊仙中学校 犬田布中学校



INFORMATION

３
月
度
給
水
停
止
執
行
件
数

　

3
月
30
日
現
在

　

3
月
度 

２ 

件

　

令
和
元
年
度
累
計 

71 

件（
内
15
件
停
止
中
）　

給
水
停
止
の
対
象

・
長
期
滞
納
が
あ
る
方

・
支
払
い
の
意
思
が
な
い
方

・
連
絡
が
な
い
方

・
支
払
い
約
束
を
履
行
し
な
い
方

・
悪
質
又
は
、滞
納
常
習
者
と
判
断
さ
れ
る
方

　

給
水
停
止
処
分
に
よ
り
損
害
が
生
じ
て
も

一
切
責
任
を
負
い
ま
せ
ん
。
公
平
性
を
保
つ

た
め
の
措
置
で
す
。
期
限
内
の
納
入
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※
使
用
し
て
い
な
い
家
屋
・
倉
庫
等
に
水
道

が
あ
る
場
合
、
必
ず「
閉
栓
届
」の
届
け
出

を
お
願
い
し
ま
す
。
基
本
料
金
が
発
生
し

ま
す
。

※
給
水
停
止
解
除
に
伴
う
開
栓
作
業
は「
平
日

の
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
ま
で
」

そ
の
他
の
時
間
は
対
応
で
き
ま
せ
ん
。

　

水
道
課
で
は
口
座
振
替
払
い
を
推
進
し
て

い
ま
す
。
通
帳
・
印
鑑
を
持
参
の
上
、
各
種
金

融
機
関
に
て
申
請
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

伊
仙
町
役
場  

水
道
課

　

T
E
L

：

8
6-

3
1
1
1
（
内
線
65
）

　
⃝
水
道
課

歯
科
健
診
優
良
賞

令
和
元
年
度

５
歳
児
歯
科
健
診
優
良
賞
表
彰
者

（
も
と
お
か   

ら
い
せ
い
）

（
よ
ね   

る
き
と
）

（
ま
え
だ   

す
み
れ
）

（
ま
ち   

え
み
る
）

（
い   

そ
う
ま
）

（
さ
わ
だ   

れ
い
）

（
し
ん
や
ま   

せ
い
ら
）

（
ふ
る
か
わ   

た
く
ま
）

（
ま
え
だ   

お
う
し
ろ
う
）

（
な
か
す
じ   

ま
れ
）

（
お
お
や
ま   

み
お
り
）

（
ま
す
お
か   

め
い
）

（
か
わ
さ
き   

ゆ
う
と
）

（
お
か
ば
や
し   

ま
ひ
ろ
）

（
ま
き   

た
い
せ
い
）

（
し
ん
や   

ま
い
な
）

（
な
か
も
と   

り
み
）

（
く
わ
は
た   

わ
こ
）

（
よ
し
む
ら   

ら
い
お
う
）

（
ほ
ん
だ   

そ
う
）

（
よ
し
む
ら   

ひ
か
り
）

（
か
わ
も
と   

こ
う
が
）

厚
生
連
健
診
に
つ
い
て

　

５
月
16
日（
土
）～
22
日（
金
）に
予
定
し
て

お
り
ま
し
た
厚
生
連
健
診
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
よ
り
、島
内
外
の
往
来

を
縮
小
す
る
た
め
、５
月
実
施
予
定
の
健
診
は

中
止
す
る
こ
と
に
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

　

今
後
の
健
診
開
催
予
定
は
、決
ま
り
次
第
、

保
健
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
及
び
町
内
放
送
等
で

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　

以
上
27
名
の
皆
さ
ま
、
受
賞
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

伊
仙
町
健
幸
づ
く
り
応
援
団

　

伊
仙
町
健
康
増
進
課
保
健
セ
ン
タ
ー
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E
L
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8
6-

2
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2
4

国
保
税
改
定
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

　
⃝
健
康
増
進
課

　
⃝
く
ら
し
支
援
課

国
保
事
業
費
納
付
金
額
及
び
標
準
保
険
税
率

が
示
さ
れ
、
そ
れ
に
見
合
っ
た
保
険
税
率
の

見
直
し
を
行
い
ま
す
。

　

平
成
30
年
度
か
ら
国
民
健
康
保
険
の
財
政

運
営
責
任
主
体
が
県
へ
移
行
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
に
よ
り
医
療
費
の
全
額
が
県
か
ら

交
付
さ
れ
ま
す
が
、県
は
市
町
村
ご
と
に
国
保

事
業
費
納
付
金
額（
※
１
）
を
示
し
、市
町
村
は

国
保
事
業
費
納
付
金
を
納
め
る
た
め
、そ
れ
に

見
合
う
保
険
税
を
賦
課
・
徴
収
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
県
は
、各
市
町
村
の
状
況

に
見
合
っ
た
標
準
保
険
税
率（
※
２
）
を
示
し

ま
す
が
、こ
れ
に
最
も
近
づ
け
る
よ
う
税
率

を
改
定
す
る
こ
と
に
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

　

国
民
健
康
保
険
事
業
に
お
い
て
は
、
全
国

的
に
高
齢
化
や
人
口
減
少
す
る
一
方
、
医
療

費
は
高
騰
し
続
け
て
お
り
、
令
和
５
年
度
ま

で
県
に
納
付
す
る
国
保
事
業
費
納
付
金
は

年
々
増
額
さ
れ
る
見
込
で
、
今
後
も
県
が
示

す
標
準
税
率
に
最
も
近
づ
け
た
税
率
改
定
を

行
っ
て
い
く
予
定
で
す
。

　

伊
仙
町
国
保
加
入
者
の
皆
さ
ま
に
は
、
現

在
の
国
保
会
計
の
状
況
を
ご
理
解
い
た
だ

き
、
財
政
健
全
化
の
た
め
、
適
正
受
診
と
と

も
に
国
保
税
納
付
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

※
１ 

国
保
事
業
費
納
付
金
と
は
、
市
町
村
ご
と
に

示
さ
れ
た
納
付
金
額
を
県
へ
納
付
す
る
。

※
２ 

標
準
保
険
税
率
と
は
、
納
付
金
額
を
納
付
す

る
う
え
で
、県
が
各
市
町
村
ご
と
に
見
合
っ

た
保
険
税
率
を
示
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

伊
仙
町
く
ら
し
支
援
課 

国
保
賦
課
係

　

T
E
L

：

8
6-

3
1
1
1
（
内
線
56
）

● 

元
岡   

徠
晴

● 

米   

琉
玖
斗

● 

前
田   

菫

● 

町   

笑
瑠

● 

井   

颯
愛

● 

澤
田   

零

● 

新
山   

聖
來

● 

古
川   

拓
磨

● 

前
田   

煌
士
朗

● 

中
筋   

希

● 

大
山   

美
緒
梨

● 

益
岡   

芽
生

● 

川
崎   

祐
杜

● 

岡
林   

真
弘

● 

牧   

太
晴

● 

新
屋   

舞
奈

● 

中
本   

凜
美

● 

桑
畑   

和
乎

● 

吉
村   

輝
王

● 

本
田   

湊

● 

芳
村   

ひ
か
り

● 

川
本   

煌
雅

（
む
ら
た   

ゆ
り
あ
）

（
と
く
な
が   

な
つ
み
）

（
と
み   

す
み
れ
）

（
も
り   

え
い
と
）

（
の
じ
ま   

ら
ら
）

● 

村
田   

結
莉
愛

● 

徳
永   

夏
海

● 

富   

す
み
れ

● 

盛   

瑛
翔

● 

野
島   

星
來
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各課からみなさまへ。暮らしに役立つお知らせです。

令和2年度・税率改定額と、これまでの税率との比較
所得や世帯構成によって、負担が軽減されます。

・7 割軽減
（所得≦ 33 万円）

・5 割軽減
（所得≦ 33 万円 +28 万円 × 人数）

・2 割軽減
（所得≦ 33 万円 +51 万円 × 人数）

・軽減なし
（所得≧ 33 万円 +51 万円 × 人数）

※未申告者は軽減の対象になりません。

区分 令和元年度 令和2年度 増税額（年間）

所得割

医療 10 10 0
後期 2 2 0
介護 3.7 3.7 0
合計（%） 15.7 15.7 0

均等割
（1人）

医療 14,000 25,000 11,000
後期 6,000 8,000 2,000
介護 5,500 5,500 0
合計（円） 25,500 38,500 13,000

平等割
（世帯）

医療 18,000 20,000 2,000
後期 6,000 8,000 2,000
介護 3,500 3,500 0
合計（円） 27,500 31,500 4,000

【参考例】・年齢、世帯構成、所得などの違いによる国保税負担の比較
ケース 想定世帯 令和元年度 令和2年度 増税額（年間）

1 世帯主：30 歳 ／ 単身（40 歳未満は介護なし）
給与収入 84 万円 13,200 円 18,300 円 5,100 円

2 世帯主：41 歳 ／ 単身
給与収入：84 万円 15,900 円 21,000 円 5,100 円

3 世帯主：45 歳 ／ 妻：43 歳 ／ 子：2 名
夫：農業所得 120 万 ／ 妻：収入なし 195,800 円 223,800 円 28,000 円

4 世帯主：45 歳 ／ 妻：43 歳 ／ 子：2 名
夫：営業所得 300 万 ／ 妻：収入なし 537,600 円 593,600 円 56,000 円

5 世帯主：72 歳 ／ 妻：70 歳 ／ 子：なし（65 歳以上は介護なし）
夫：年金収入 250 万 ／ 妻：年金収入 70 万 167,600 円 191,600 円 24,000 円

6 世帯主：72 歳 ／ 妻：70 歳 ／ 子：なし（65 歳以上は介護なし）
夫：年金収入 120 万 ／ 妻：年金収入 70 万 19,200 円 28,200 円 9,000 円
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新型コロナウイルス感染症について

新型コロナウイルス感染症の予防について
　4月 7日に 7 都道府県に緊急事態宣言が発令され、4月16日には感染症拡大に伴い、全国の
自治体に緊急事態宣言が発令されました。本町におきましては、4月7日火曜日午後 6 時に「伊仙町
新型コロナウイルス感染症対策本部」を設置しました。
　新型コロナウイルス感染症は誰もがかかりうる病気です。まずは、島内での発症と感染拡大を防止
するためには、町民の皆さま並びに徳之島に関係する多くの皆さまのご理解ご協力をお願いいたし
ます。

島内への新型コロナウイルスの進入を防止すること 

　緊急事態宣言の期間中は、島外からのご来島及び帰省等は自粛してくださいますようよろしく
お願いいたします。また、町民の皆さまには不要不急の島外への外出は、自粛してくださるよう
お願いいたします。現在、島内では新型コロナウイルス感染者は確認されておりませんが、万が一
島外から新型コロナウイルスが持ち込まれ感染が拡大した場合、町民をはじめ観光客、帰省客
の皆さまの健康や生命について十分に保障することが難しくなります。皆さまのご理解とご協力
をよろしくお願いいたします。

基本的な感染予防策を心がけましょう 

　感染予防の基本は、「手洗い」「うがい」「咳エチケット」の徹底です。帰宅時、調理の前後、食事
前はしっかり石鹸で手洗いをしましょう。咳やくしゃみをするときは、「マスク着用」や、ハンカチ
等で口を覆うようにし、手で顔や目に触れないように心がけましょう。体力、免疫力を落とさ
ないように、健康管理に努めましょう。（禁煙・栄養・睡眠・運動）
　冠婚葬祭含め「密閉空間」「密集場所」「密接場面」の「3 密」を防ぐため、町民一人ひとりの
行動が感染拡大防止に重要となりますので、ご理解ご協力をお願いします。

体調確認や受診時の注意点 

　次の症状のある方は、徳之島保健所（帰国者・接触者相談センター）にご相談ください。

● 37.5 度以上の発熱が 4 日以上続く。
●強いだるさ、息苦しさがある。 ※注：高齢者、妊婦は上記の症状が2日以上続く場合 

 

伊仙町新型コロナウイルス感染症対策本部長　大久保・明

徳之島保健所に事前に連絡し、指示にしたがって受診してください。

  ご相談・ご連絡先 　徳之島保健所　TEL：82-0149
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伊仙町長の 1 か月の主な動静を紹介いたします。

町長町長のの動動きき

　例年４月７日に犬田布岬慰霊塔前にて開催しております、
戦艦大和を旗艦とする特攻艦隊戦没将士慰霊祭につきまして、
今年度は新型コロナウイルスの感染拡大防止のため、規模を
縮小し、参加者を限定して神事のみを執り行いました。

月日 行事 場所

3/16
（月）

令和２年第１回定例議会
【特別委員会：当初予算審査】

伊仙町

17（火）
令和２年第１回定例議会

【特別委員会：当初予算審査】

18（水）
土地改良区大島支部来庁

消防組合　表敬訪問

19（木）
令和２年第１回定例議会
【特別委員会：当初予算審査】

20（金） 伊仙シルバー設立総会

23（月）

令和２年第１回定例議会
【特別委員会：当初予算審査】

第５回伊仙町農業振興計画策定委員会

徳之島地区消防組合定例会 天城町

24（火） JAL奄美営業所　来庁 伊仙町

25（水）

徳之島ダム小水力発電所・
発電機の修繕に伴う説明会

天城町

環境省来庁
伊仙町

令和２年第１回定例議会【最終本会議】

27（金）（公財）鹿児島県民総合保健センター定例理事会 鹿児島市

28（土） 広域連合令和2年第1回定例議会 伊仙町

30（月） 徳之島用水土地改良区役員会 天城町

31（火） 地域サロン連絡会

伊仙町4/8（水）
環境省徳之島事務所　表敬訪問

土地改良区理事会

10（金） 令和2年度民生委員児童委員協議会定例会

13（月） トライアスロン徳之島大会総会 天城町

戦艦大和を旗艦とする
特攻艦隊戦没将士慰霊祭（神事のみ）の

開催について

　この度、伊仙町地域おこし協力隊として東京都
から移住しました、池田あゆみです。大学 3 年
の夏に「島キャン」という制度を利用して伊仙町
役場でお世話になりました。
　そこで私が理解した伊仙町の魅力とは、自然
や島特有の文化はもちろんですが、自分たちの
力で自分たちの町をよりよくしたいという強い
思いや、それを実際に行動に移して挑戦して
みるという意欲を持った方が多いということで池田 あゆみさん

　令和 2 年度伊仙町一般会計当初予算につきましては、令和
2 年第 1 回伊仙町議会定例会に提案しました。
　予算審議の過程で、「庁舎建設事業」や「レジリース料等の
削減」などについて、多くの質問等がありましたが、議会より
修正案の提示などはなく、議会流会という結果になりました。
　新年度が開始するまでに当初予算が成立していない場合、
住民生活や行財政運営などに多大な影響が出ることが予想
されることから、臨時会の開催に向けた協議を重ねてまいり
ましたが、新年度開始まで 6日間しかなく、臨時会を招集する
時間的余裕がないことから、地方自治法第 179 条第 1 項の
規定に基づき、施設管理委託料の削除等をした、令和 2 年度
伊仙町一般会計当初予算について、令和 2年3月26日付けで
専決処分を行いました。

当初予算の専決処分の説明

した。私もこの伊仙町で何か力になれることは
ないかと思い、今回地域おこし協力隊に志願
しました。
　今後は伊仙町の地域おこし協力隊として、ふる
さと納税を担当させて頂きます。外の目で見た
伊仙町の魅力をさらに引き出し、発信していき
たいと思っています。伊仙町の皆さまのご指導
ご鞭撻の程、よろしくお願いします。
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2020
年

 5
月

号
令

和
2年

 5
月

1
日

発
行

伊
仙

町
役

場
 未

来
創

生
課（

情
報

発
信

ワ
ー

キ
ン

グ
グ

ル
ー

プ
）

〒
891-8293 鹿

児
島

県
大

島
郡

伊
仙

町
1842

TEL 0997-86-3111（
内

線
27）

　
FA

X
 0997-86-2301

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

 http://w
w

w
.tow

n.isen.kagoshim
a.jp/

編
集

発
行

お
誕
生
お
め
で
と
う
（
敬
称
略
）

出
生
児

保
護
者

集
落
名

●
前
元

心こ
は
る遥

前
元

広
大

犬
田
布

●
村
田

愛ま
な

村
田

力
男

木
之
香

●
米
田

茉ま
ほ帆

米
田

力
也

西
目
手
久

ご
結
婚
お
め
で
と
う
（
敬
称
略
）

氏
名

集
落
名

水
本

大
気

犬
田
布

平
岡

千
夏

広
島
県

香
典
返
し

金
一
封
い
た
だ
き
ま
し
た
。

※
社
会
福
祉
協
議
会
受
付
　

集
落
名

寄
附
者
名

（
故
人
名
）

満
年
齢

○
阿
権

栄 

政
範 

さ
ん

（
亡  

栄 

き
よ 

さ
ん
）

105
歳

○
東
犬
田
布

山
本 

公
士
郎
さ
ん
（
亡  

山
本 

ふ
み 

さ
ん
）

107
歳

○
西
伊
仙
東

西
田 

せ
つ
さ
ん

（
亡  

西
田  

望 

さ
ん
）

90
歳

人口の動き
（2020年3月末日現在）
※総人口は、外国人含む。

総人口 6,539 人

男 3,329 人

女 3,210 人

世帯数 3,456 世帯

出生 3 人

死亡 15 人

転入 40 人

転出 77 人

戸
籍
の
窓

伊仙町商工会の窓伊仙町商工会の窓

ビューティーサロン ビューティーサロン 

ま き も とま き も と

住 所 伊仙町犬田布118伊仙町犬田布118

T E L 86-903786-9037

藤
ふ じ い

井 海
うみ

ちゃん（1歳）

藤
ふ じ い

井 利
り た

他くん（4歳）

わが町のアイドル募集！
町のみなさんにわが家のかわいい子供の笑顔を届けてみませんか？
毎月 10 日までに住所・氏名・お子さんのお名前（ふりがな）・年齢・電話番号・
簡単な PR 文を添えて、写真を未来創生課広報係までお持ちください。

伊仙町役場  未来創生課
TEL 86-3111（内線 27）

お問い
合わせ

やんちゃな妹に、
妹想いな兄

ずっと兄妹仲良しで
いてね(^-^)♥


